
り大村市政だよ
(366号) 昭和38年9月1日
漂涜物拾得公告

心当りのかたは東彼杵町役場か大村

市消防本部へご連絡ください。

A拾得物件板材=14枚長さ=約4.
55センチ 厚さ=約2，3センチ
幅=約20メートル
A拾得場所東彼杵町大音琴郷と小音

琴郷の境界附近

A拾得日昭和38年8月18日

九月上旬号
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種類 区 71 

和 種 牡 牛 15カ月以上の登録登記 出品者3カ月

育 成 牛 24カ月以内の肉牛の索牛 以上飼育せる

牛 肉 牛 24カ月以上のもの | もの

産 |
軍L 経 上出品飼者育3ヵ月も以

未 経 産 18カ月以上
せるる

ホルスタイ γ種
牛 育 成 18カ月以上 及種系牛

|雀未経産 昭和38年2月17日

豚
雄 以前に生れたもの

竪経 産

肉 豚 200目前後

種 単冠レグ白色ホーン
血統証ある標準鶏

種者出飼品育が1者点せ3 l し人出1品l雄4雌で1点
と ロロロ

建
カる月も以の上

山 成 山 羊 ! 日本ザーネソ種

子 山 羊 萱録登記のもの 以上飼育せる

羊 候補種雄 もの

フ l
経 産 2世のも白

ンス

レド種豚 未 経 産 2世のもの

(農林課〉

区品出

-水防協議会を設置

大村市は水防上重要注地域であ

るため 県から水防管理団体の指 11

定をうけ水防協議会条例を制定し

水防協議会を設けました。この協 11

議会は水防委員によって組織され ii
水防に関する事柄を検討し、災害 ii
を最少限度にとどめるようにする ii

のが主注目的です。 ii

第一回の協議会ではつぎのこと !l
をきめました。 H

①水防上重要な地区 11 

郡川沿岸地区、大上戸川沿岸地 il

区.内田川沿岸地区、釜川内海 ii
岸、内倉部落(地すぺ t)

②水防本部の設置と機構 ii 

本部長(市長)・副本部長(助 II
役)のもとに庶務部・建設部・ !l
水防部をおき、各部に係をゐく!!

③雨量、水位の通報を確実に行な !1

う。 ii

③ため池の管理を十分にする。 ii 
⑤水防のための巡視を行危う。 ii

⑥避難、立ち退きの誘導を行なう ii

市は水防に関して責任をもって !l
十分の施策を行いますが、市民!!

のみなさんも水防法によって協 1!

力される義務がありますのでご 11

協力ください。 11 

(消防本部)
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師
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先
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本庁地区

三 浦 地区

松 原 地区

実施期日および場所

区

三浦出張所

松原公民舘

所

中央公民轄

場

が 10日

1/ 11日

9月9日

日期

田
崎
先
生
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出
口
先
生

A
療
養
指
導

整
形
外
科
治
療

を
必
要
と
す
る
旨
当
日

竹松本町公民館情松地区

鈴団地区

萱瀬地区

福重 地区

中央小校区

西大村小校区
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九
回
ス
テ
レ
オ
・
コ
ジ
サ
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一
部

1
ト

を
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き

ま

す

。
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。
矛
二
部

目

時

九

月

七

日

(
土

)

才

三
部

夜

六

時

三

十

分

八
時
三
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中
央
公
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館
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萱瀬出張所

所

院

舘

張

奇

民
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昇

公

重

立

訪

福

市

諏

1/ 12日

1/ 13日

1/ 17日

1/ 18日

1/ 19日

1/ 16日

※時間はいずれも 1時から2時まで。
※21日は中央公民舘で総合審査と
彰表式を行います。
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断
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れ
た
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つ
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て

は
、
別
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し
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。
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在
満
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二
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ま
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卒

市
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る
者
。
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な
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申
し
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み
く
だ
さ
い

〈
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業
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所
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